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データ可視化とツール

概 要

データサイエンティストとしてデータ分析を行う際に
必要な可視化の考え方と、それを実行するためのフ
リーソフトウェアを紹介する

1. はじめに
2. 静的なグラフィックス
3. 動的なグラフィックス
4. 対話的なグラフィックス



１．はじめに
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データ可視化とは

• データ（大量で複雑、その生成過程に興味あり）の特
徴を、目視で直観的に捉えられるようにすること

• 簡単なものは「グラフ」

–円グラフ、棒グラフ、折れ線グラフ（初等教育）

– ヒストグラム、散布図（中等教育）

• ここでは計算機によるより複雑な「グラフィックス」に
ついて説明する

「グラフ」の延長、散布図行列、3次元散布図、射影
追跡、平行座標プロット、モザイクプロット
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データ可視化の目的

• データそのものや解析結果をわかりやすく表示する
～プレゼンテーション
～Excelのグラフ機能

• 対話的にグラフィックスを操作しながらデータの特徴
を探す
～探索的データ解析
～ビジュアルデータマイニング



２．静的なグラフィックス
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（代表的な）静的なグラフィックス

• カテゴリー変数（色や地区など）データの集計結果

– 棒グラフ、円グラフ

• ただし、並べることで複数の個体
データを比較するためにも使える

• 連続変数（温度や身長など）データの分布

– ヒストグラム、それをスムーズにした
もの（カーネル密度推定など）

– 箱ひげ図（主として複数の集団を比較するため）

• 二つの連続変数データの分布

– 散布図

• これを複数の変数のペアにしたもの： 散布図行列
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静的なグラフィックス描画における注意

• 必要な情報のみを示し、誤解を与えないこと

–円グラフや棒グラフを「立体化」することは誤解を
与え易いので勧められない

–色の使い方は重要

•明度の高い膨張色（赤、橙、黄色のような暖色

系の色）と収縮色（青、青緑のような寒色系の
色）は大きさに対して誤解を与える

•区別するためには「パステルカラー」がよい



データサイエンティスト育成
クラッシュコース

静的なグラフィックスのためのソフトウェア
• 静的なグラフィックスを描くため（および統計解析のため）には
フリーソフトウェアＲがよい

– http://www.r-project.org/

– “R is a free software environment for statistical computing 
and graphics”

• Ｒは最もよく利用されているフリーの統計解析ソフトウェアで、
グラフィックス機能が豊富、日本語の参考書も多い（例えば、
参考文献 2）

• 簡単にそれなりの図が描けるし（高機能命令）、思い通りのグ
ラフィックスを描くこともできる（低機能命令を用いてプログラミ
ングが必要）

• パッケージ R Commander を使うとさらに簡単に使える

http://www.r-project.org/
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統計ソフトウェアＲのグラフィックス例

• どのようなグラフィックスがＲで描けるかは
“R Graphical Manual” 
http://rgm3.lab.nig.ac.jp/RGM/ を見ると良い

– Rのパッケージの（ほとんど）すべてのグラフィック
ス(38000枚以上)がWeb上で閲覧でき、その作成
プログラムを見ることができる

http://rgm3.lab.nig.ac.jp/RGM/








３．動的なグラフィックス
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（代表的な）動的なグラフィックス

• 3次元散布図

–三つの連続変数データの分布

– 2次元平面上の（3次元）散布図を時間的に変化
させることにより立体感を出す

• 射影追跡

–三つ以上の連続変数データの分布

–多次元データを、時間的に変化する直線または2

次元平面に射影し、その表示により多次元データ
を多方向から眺める
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動的なグラフィックスのためのソフトウェア

• 動的なグラフィックス機能を備えた（フリー）ソフトウェ
アとしては GGobiが有名

– http://www.ggobi.org/

– “GGobi is an open source visualization program for 
exploring high-dimensional data”

• Ggobiには対話的な機能も豊富

• 機能豊富なためもあり、操作が若干複雑

http://www.ggobi.org/
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動的なグラフィックスに対する注意

• 動的なデータ可視化は物理現象の可視化ほど有用ではない

– 物理現象は３次元のものが時間変化するので、そのため
のグラフィックス（アニメーション）が非常に有用

– 統計データは「多次元」であることが多いため、せいぜい3

次元（および時間変化）を表すアニメーションでは不十分な
ことが多い

• 射影追跡はわかりやすいとはいえない

– アニメーションを眺めて、有用な構造を発見する

– そのアニメーションはランダムに動くことが多い

• 発見もランダム＝重要な発見に出くわす確率は低い

• ただし、「人目を引く」効果は大きい



４．対話的なグラフィックス
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対話的なグラフィックスのためのソフトウェア

• フリーソフトウェアMondrianが使い易い

– ”Mondrian - Interactive Statistical Data 
Visualization in JAVA”
http://www.rosuda.org/mondrian/

– “Mondrian is a general purpose statistical data-
visualization system”

• 対話的機能は、Rにはパッケージとして、GGobiには
もともとあるが、Mondrian のほうが操作が容易

http://www.rosuda.org/mondrian/
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対話的なグラフィックスの機能

• グラフィックス表示のパラメータの指定

• 例1： ヒストグラムの階級幅、アンカー

• 例2： αチャンネル（不透明度）

• 個体データの直接操作

–選択 （特定のデータを選ぶ）

–強調 （他のデータと色を変えて表示する）

–連携 （複数のグラフィックスでの共通の
選択・強調など）

• 古典的なグラフであるヒストグラム、散布図でも有用
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平行座標プロットとは

• 描き方

– 連続変数の数だけの座標軸（縦方向）を横に平行に配置
する

– 座標軸の上端は最大値、下端は最小値とし、データの値
をプロットする

– 一つの個体の各座標軸上の点を折れ線で結ぶ

• 意味

– データとして多いのは行が個体で列が変数の表

– 平行座標プロットはそのデータの表をそのまま図にした

– カテゴリー値も（ある程度）表せる

– 外れ値を認識しやすい
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平行座標プロットの対話的機能

• データ数が多くなると個体の区別が困難になる

– 注目する個体を
選択し、強調表示する

ことにより区別できる

• 見やすくするための機能

– 座標軸の配置の順序変更

• 隣接する座標軸の変数の相関関係は見やすい

– 座標軸の方向の変更

• 軸方向を変えることで相関係数を逆転できる
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モザイクプロットとは

• 描き方

– 全体のデータを長方形で表す

– 一つのカテゴリー変数の値でそれを縦方向に分割する

– 次のカテゴリー変数の値で横方向に分割する

– さらに次のカテゴリー変数の値で縦方向に分割

– 以下、いくつかのカテゴリー変数を使って、横、縦、横、
縦、、、のように交互に分割を続ける

• 意味

– 複数のカテゴリー変数を持つデータの集計
（多重）分割表＝モザイクプロット
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モザイクプロットの対話的機能

• モザイクプロットで重要なのは

–分割するためのカテゴリー変数の順序

–分割するためのカテゴリー変数の個数

• これらが容易に対話的に変更できると、データの重
要な性質を発見しやすい

– Mondrian では矢印キーで簡単に変更できる
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